
「国家戦略特区」の制度内容や本県の取組を広く県民の皆様にご紹介し、
特区制度の一層の推進を図るため、セミナーを開催します。

日時
2026年 2月10日（火）

会場
愛知芸術文化センター

名古屋市東区東桜一丁目13番２号

国家戦略特区の挑戦と愛知県の取り組み

◎ 中村 龍夫氏（千葉県総合企画部政策企画課国家戦略特区推進室 室長）

安藤 至大氏

◎ 佐野 真司氏（豊橋市企画部政策企画課 主幹）

12階アートスペースＡ

14:00～16:30(開場13:30)

地下鉄栄駅、名鉄栄町駅から徒歩５分

定員100名 参加無料・要申込・先着順

申込方法 申込締切 2026年2月3日(火)

①団体名＊ ②所属＊ ③氏名 ④電話番号 ⑤Ｅメールアドレス ⑥セミナーを知ったきっかけ＊を
記載のうえ、以下の参加申込フォーム、メール（裏面に記載）又はＦＡＸ（裏面に記載）のいず
れかにてお申込みください。

＜申込フォーム＞

https://forms.office.com/r/NakJfRNJGv 参加申込
フォーム

「千葉県における国家戦略特区制度の活用取組事例」

「豊橋市における国家戦略特区制度の活用取組事例（特産酒類の製造事業）」

基調
講演

活用
事例

ご参加における留意事項

・参加決定通知は行いません。定員を超えた場合のみ、参加いただけない方にご連絡いたします。
・申込いただいた個人情報は厳重に管理し、セミナー以外の目的では使用いたしません。

内閣府 国家戦略特別区域ワーキンググループ 委員

日本大学経済学部 教授

あんどう むねとも

https://forms.office.com/r/NakJfRNJGv


セミナーを知っ
たきっかけ＊メールアドレス電話番号氏 名所 属団体名

１

２

３

愛知県 政策企画局 企画調整部 企画課 企画第五グループ
TEL:052-954-6091（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ） メール：kikaku@pref.aichi.lg.jp FAX:052-971-4723

申込み・問合せ先

FAX申込書 送付先052-971-4723

「愛知県国家戦略特区セミナー」参加申込 愛知県 政策企画局 企画調整部 企画課 行

＊次から選択してください ①チラシ ②新聞 ③県Webサイト ④県からの案内 ⑤その他

安藤 至大氏

あんどう むねとも

1976年東京生まれ。1998年法政大学経済学部卒業。2004年東京大学博士
（経済学）。政策研究大学院大学助教授、日本大学大学院総合科学研究科
准教授などを経て、2018年より現職。
専門は、労働経済学、応用ミクロ経済学。社会的活動としては、厚生労

働省の労働政策審議会労働条件分科会で公益代表委員、また経済産業省の
調達価格等算定委員会の委員などを務める。2021年からは内閣府 国家戦略
特区ワーキンググループ委員としても活動している。
著書に『これだけは知っておきたい 働き方の教科書』（ちくま新書、

2015年）、『ミクロ経済学の第一歩 新版』（有斐閣、2021年）などがある。

基調講演講師・事例報告者プロフィール

基調講演『国家戦略特区の挑戦と愛知県の取り組み』

日本大学経済学部 教授

内閣府 国家戦略特別区域ワーキンググループ 委員

豊橋市における国家戦略特区制度の
活用取組事例（特産酒類の製造事業）

特産物（ぶどう、柿）を原料としたワインの製造免許
取得に係る製造量の要件を緩和することで、加工等によ
り通年流通可能な地元産ブランド品目を創出し、農業者
の経営多角化や新規就農者の増加、遊休農地の利用に加

え、新たな地域資源創出に伴う地域の活性化を図る。

佐野 真司氏
さの しんじ

（豊橋市企画部政策企画課 主幹）

2024年４月より現職。第６次豊橋市総合計画後期基本計
画の策定に携わるほか、スマートシティの推進に向けた庁
内外との連携、構造改革特区・国家戦略特区の推進に向け
た取組などに携わる。

千葉県における国家戦略特区制度の
活用取組事例

国家プロジェクトとして取組が加速する成田空港の機
能強化が進む中、人材の確保、輸出手続きの簡略化を通
じ、国際的ビジネス・新事業創出に向けた取組などを紹
介する。

中村 龍夫氏
なかむら たつお

（千葉県総合企画部政策企画課
国家戦略特区推進室 室長）

2025年４月より現職。成田空港の拡張事業を契機に更な
る民間投資を呼び込むため、企業や関係機関等と連携しな
がら規制緩和に取り組み、ビジネスしやすい環境づくりやイ
ノベーションの創出を推進している。

mailto:kikaku@pref.aichi.lg.jp

